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七
宝
に
よ
る
絵
画
的
表
現
を
め

ざ
し
て
、
省
線
七
宝
を
考
案
し
た

涛
川
惣
助

(
弘
化
四
年
̃
明
治
四

十
三
年
)

の
作
品
で
す
。

団
扇
形
の
盆
に
、
秋
草
と
腕
月

が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
草
の
茎

と
一
部
の
花
を
除
き
、
全
体
は
省

線
七
宝
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

七
宝
は
、
本
来
金
属
線

(
植
線
)

を
素
地
に
焼
き
付
け
区
画
を
つ
く

り
、
軸
を
差
し
込
ん
で
色
分
け
し

ま
す
。
し
か
し
省
線
七
宝
は
、
植

線
を
除
き
、
粕
間
の
仕
切
り
を
無

く
し
た
た
め
、
粕
が
混
じ
り
合
い
、

こ
の
作
品
の
よ
う
な
色
彩
の
濃
淡

や
寧
し
な
ど
日
本
画
の
よ
う
な
表

現
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
当
時

こ
の
省
線
七
宝
は
、
「
絶
テ
巌
筋

ヲ
見
ス
螢
然
坂
璃
中
二
真
成
ノ
描

画
ヲ
観
ス
ル
ノ
想
ア
リ
」

と
評
さ

れ
て
い
ま
す
。
作
品
の
裏
は
、
鋼

有
線
で
桜
の
花
を
一
面
に
散
ら
せ
、

中
央
に
号
の
魁
香
を
表
す
「
梅
鉢

に
魁
」

の
銘
が
入
っ
て
い
ま
す
。

清
川
は
、
下
総
田
海
上
郡
鶴
巻

村

(
現
、
海
上
町
)

に
生
ま
れ
、

明
治
十
年
第
一
回
勧
業
博
覧
会
で

七
宝
を
知
り
、
制
作
の
道
を
志
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
金
工

博
覧
会
・
パ
リ
万
国
博
覧
会
を
は

じ
め
、
国
内
の
博
覧
会
で
も
数
々

の
受
賞
を
し
、
同
二
十
九
年
帝
室

技
芸
貝
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

(
前
川

公
秀
)
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本
展
は
、
開
館
二
十
周
年
記
念

展
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
昭
和
四

十
九
年
十
月
二
十
三
日
に
千
葉
県

立
美
術
館
は
開
館
し
ま
し
た
。
当

時
、
県
立
美
術
館
と
し
て
は
、
早

い
方
の
設
立
で
し
た
。
以
来
二
十

年
の
間
、
こ
の
館
報
の
表
題
に
な

っ
て
い
る

(
み
る
・
か
た
る
・
つ

く
る
)
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
総
合
的

で
調
和
の
と
れ
た
美
術
館
活
動
の

実
現
の
た
め
、
地
域
美
術
館
と
し

て
の
立
場
と
役
割
を
模
索
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て

「
房
総
と
近
代

美
術
」

を
基
本
テ
ー
マ
に
、
房
総

と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
窓
か
ら
ナ
シ

ヨ
ナ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

に
連
な
る
視
点
で
美
術
の
世
界
を

考
え
て
い
き
た
い
と
念
願
し
、
美

術
資
料
の
収
集
や
展
覧
会
を
通
じ

て
。
房
総
の
美
術
“
の
解
明
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

"
房
総
の
美
術
“
は
、
房
総
と

い
う
特
定
の
地
域
内
の
み
で
独
自

に
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
は
な

く
、
中
央
の
動
き
と
密
接
な
関
係

を
持
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
首
都

圏
と
い
う
地
理
的
条
件
は
、
中
央

の
美
術
の
受
容
を
容
易
に
し
、
ま

た
作
家
の
往
来
を
頻
繁
に
し
ま
し

た
。
そ
れ
故
に
、
明
治
以
降
西
洋

都鳥実害「村の道」

も
の
で
す
。

房
総
に
生
ま
れ
た
作
家

"
房
総
の
美
術
“
の
形

成
に
お
い
て
、
そ
の
体

勢
を
占
め
た
の
は
、
移

住
し
て
来
た
作
家
た
ち

で
し
た
。
し
か
し
、
本

来
そ
の
基
礎
を
築
い
て

き
た
の
は
、
房
総
に
生

ま
れ
育
っ
た
作
家
た
ち

鈴木月渾「残雪」

美
術
の
摂
取
と
伝
統
美
術
の

革
新
と
い
う
近
代
日
本
美
術

の
流
れ
は
、
房
総
に
そ
の
ま

ま
導
入
さ
れ
、
受
け
継
が
れ

て
行
き
ま
す
。
そ
し
て
。
房

総
の
美
術
“
の
形
成
過
程
に

お
い
て
、
多
く
の
作
家
が
存

在
し
ま
し
た
。
か
れ
ら
は
、

大
別
し
て
房
総
で
生
ま
れ
育

っ
た
人
た
ち
と
、
他
県
か
ら

移
住
し
た
人
た
ち
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

本
展
で
は
、
そ
れ
ら
の
作
家
の

中
か
ら
、
近
代
の
房
総
の
美
術
史

の
視
点
に
立
ち
、
日
本
近
代
美
術

史
上
で
活
躍
し
た
作
家
、
房
総
の

美
術
の
振
興
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
作
家
、
ま
た
現
在
我
が
国

の
美
術
界
を
リ
ー
ド
す
る
房
総
を

代
表
す
る
作
家
の
作
品
を
展
示
し
、

近
代
美
術
の
創
設
期
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
の
房
総
の
美
術
史
を
回

顧
し
、
日
本
近
代
美
術
史
上
に
房

総
が
果
た
し
た
役
割
を
紹
介
し
、

明
日
へ
の
展
望
を
探
ろ
う
と
す
る

の
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
稿
で

は
、
そ
れ
ら
房
総
に
生
ま
れ
た
作

家
た
ち
の
中
か
ら
代
表
的
な
物
故

者
に
焦
点
を
あ
て
、
彼
ら
の
果
た

し
た
役
割
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介

し
ま
す
。

ま
ず
日
本
画
で
特
筆
す
べ
き
は

千
葉
市
生
ま
れ
の
石
井
林
響

(
明

治
十
七
̃
昭
和
五
年
)

で
す
。
は

じ
め
橋
本
雅
邦
に
師
事
し
、
「
西

の
関
雪
、
東
の
林
響
」

と
称
せ
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
雅
邦
の
死
後
、

次
第
に
画
壇
か
ら
離
れ
、
昭
和
元

年
に
は
大
網
白
里
町
に
移
り
住
み
、

南
画
の
画
趣
を
お
び
る
作
品
を
描

き
ま
し
た
。
こ
の
大
網
時
代
に
は
、

内
弟
子
と
し
て
田
岡
春
径
と
現
在

創
面
会
の
重
鎮
秋
野
不
雉
が
い
ま

し
た
。
鈴
木
月
漕

(
明
治
二
十
六

-
昭
和
五
十
三
年
)

は
、
正
に

"
房
総
の
美
術
“
の
形
成
に
尽
力
し

た
重
要
な
作
家
の
ひ
と
り
で
す
。

月
酒
自
身
の
中
央
画
壇
で
の
成
果

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昭
和
六
年
に

県
下
初
の
千
葉
美
術
会
を
結
成
し
、

そ
の
代
表
と
し
て
活
躍
。
ま
た
昭

和
二
十
一
年
、
富
取
風
堂
・
東
山

魁
夷
・
加
藤
栄
三
ら
の
日
本
画
家

ら
と

「
新
泉
会
」
を
起
こ
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
活
動
が

昭
和
二
十
四
年
の
千
葉
県
美
術
会

の
結
成
を
生
む
に
至
り
ま
し
た
。

因
み
に
、
現
在
活
躍
す
る
作
家

の
中
に
も
、
渡
辺
掌
・
時
曲
直
善
・

戸
田
康
一
・
関
主
税
な
ど
房
総
生

ま
れ
の
作
家
が
多
数
い
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。

次
に
洋
画
で
は
、
佐
倉
藩
士
の

子
と
し
て
生
ま
れ
た
浅
井
忠

(
安

政
三
-
明
治
四
十
年
)

を
挙
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
浅
井

の
後
ろ
に
隠
れ
た
存
在
と
し
て
、

都
鳥
英
喜

(
明
治
六
̃
昭
和
十
八

年
)

を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
都
鳥
は
太
平
洋
面
会
の
設
立

に
参
画
し
、
同
展
に
出
品
す
る
一
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方
、
浅
井
と
共
に
聖
議
院
洋
画
研

究
所
・
関
西
美
術
院
で
後
進
の
指

導
に
あ
た
り
ま
し
た
。
し
か
し

房
総
の
美
術
“
の
形
成
と
い
う
視

点
に
立
て
ば
、
柳
敬
助

(
明
治
十

四
̃
大
正
十
二
年
)
・
大
野
隆
徳

(
明
治
十
九
̃
昭
和
二
十
年
)
・

菅
谷
元
三
郎

(
明
治
二
十
八
-
昭

和
二
十
一
年
)
・
浅
井
真

(
明
治

三
十
二
-
昭
和
五
十
五
年
)

な
ど

旧
制
千
葉
中
学
校
の
一
群
の
画
家

た
ち
が
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
同
校

の
図
画
教
師
で
あ
っ
た
堀
江
正
章

に
学
び
ま
し
た
。
こ
の
他
、
春
陽

会
で
活
躍
し
た
今
関
啓
司

(
明
治

二
十
六
̃
昭
和
二
十
一
年
)
・
石

井
光
楓

(
明
治
二
十
五
̃
昭
和
五

十
年
)

や
、
末
葉
会
の
渡
辺
百
合

子

(
明
治
三
十
七
̃
昭
利
四
十
三

年
)
、
永
く
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
し

た
原
勝
郎

(
明
治
二
十
二
̃
昭
和

四
十
一
年
)
な
ど
も
重
要
な
作
家

達
で
す
。

彫
刻
で
は
、
房
総
の
宮
彫
師
の

流
れ
の
中
で
小
倉
惣
次
郎

(
弘
化

二
̃
大
正
二
年
)

が
登
場
し
ま
す

が
、
小
倉
の
作
品
で
房
総
に
定
着

し
て
い
る
の
は
宮
彫
だ
け
で
、
近

代
彫
刻
家
と
し
て
の
作
品
は
皆
無

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
宮
彫
の
伝
統
は
、
木
彫
と

し
て
大
川
違
一
(
明
治
三
十
二
-

平
成
四
年
)
・
安
西
順
一
(
明
治

四
十
二
-
平
成
六
年
)

に
受
け
継

が
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
長
谷

川
昂
や
堀
川
恭
な
ど
の
木
彫
家
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。
木
彫
以
外
の

活
動
は
、
昭
和
に
入
り
隆
盛
を
極

め
、
今
日
で
は
多
種
多
様
な
作
家

の
活
躍
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
芸
で
は
、
日
本
の
近
代
工
芸

史
上
に
功
績
を
残
し
た
多
く
の
作

家
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
筆

頭
は
、
金
工
の
香
取
秀
真

(
明
治

七
̃
昭
和
二
十
九
年
)

と
津
田
信

夫

(
明
治
八
̃
昭
和
二
十
一
年
)

と
思
わ
れ
ま
す
。
香
取
が
伝
統
的

な
追
求
を
め
ざ
し
た
の
に
対
し
、

津
田
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
様
式
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
好
対
称
の
流上野斌郎「蒔畑」

れ
を
形
成
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、

我
が
国
の
七
宝
の
先
駆
者
の
ひ
と

り
の
涛
川
惣
助

(
弘
化
四
-
明
治

四
十
三
年
)

や
、
最
初
の
民
間
ガ

ラ
ス
工
場
で
あ
る
岩
城
硝
子
製
造

所

(
現
、
岩
城
硝
子
株
式
会
社
)

を
設
立
し
た
岩
城
清
次
郎

(
安
政

四
̃
大
正
四
年
)
、
染
織
で
官
展
・

紅
騎
会
で
活
躍
し
た
上
野
斌
郎

(
明
治
二
十
八
̃
昭
和
四
十
七
年
)
、

束
陶
会
の
設
立
に
参
画
し
た
土
肥

刀
泉

(
明
治
三
十
二
̃
昭
和
五
十

四
年
)

な
ど
の
名
を
房
総
生
ま
れ

の
作
家
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

最
後
に
書
は
、
蒙
刻
部
門
の
石

井
隻
石

(
明
治
六
̃
昭
和
四
十
六

年
)

を
は
じ
め
、
中
台
青
陵

(
明

治
四
十
三
-
昭
和
六
十
二
年
)
、

外
口
静
葉

(
明
治
三
十
二
̃
昭
和

四
十
五
年
)
、
今
関
伯
竹

(
明
治

四
十
二
̃
平
成
元
年
)

な
ど
の
数

多
く
の
作
家
が
い
ま
す
。
し
か
し

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
香
川
松
石

(
弘
化
二
̃
明
治
四
十
四
年
)

が

基
礎
を
築
い
た
書
道
教
育
で
、
今

日
全
国
で
も
屈
指
の
書
人
口
を
有

す
る
県
に
な
る
原
動
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
間
、
原
天
外

(
明

治
三
十
八
̃
昭
和
五
十
八
年
)
、

高
澤
南
総

(
明
治
四
十
四
̃
平
成

四
年
)

な
ど
を
は
じ
め
と
し
、
移

住
作
家
の
浅
見
喜
舟
な
ど
の
活
躍

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

大川達- 「聖観音」

◎
展
覧
会
に
つ
い
て

本
展
に
出
品
す
る
作
家
の
選
考

に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
六
名
の
選

考
委
貝
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

植
村
鷹
千
代
・
香
取
忠
彦

田
宮
文
平
・
弦
田
平
八
郎

中
村
健
三
郎
・
細
野
正
信

(
敬
称
略
・
五
十
音
順
)

こ
の
委
員
の
推
薦
・
選
考
を
経
て

出
品
作
家
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
出
品
作
品
に
つ
い
て
は
、
物

故
作
家
は
、
原
則
的
に
本
館
収
蔵

作
品
の
中
か
ら
出
品
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
が
、
未
収
蔵
の
作
家
の

作
品
に
つ
い
て
は
調
査
の
上
発
見

に
努
め
、
今
回
は
じ
め
て
公
開
さ

れ
る
作
品
も
数
十
点
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
現
存
作
家
は
、
作
家

自
身
に
三
点
の
自
薦
を
お
願
い
し
、

そ
の
中
か
ら
出
品
作
品
を
選
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
作
家

一
点
の
展
示
を
基
準
と
し
、
版
画

の
み
複
数
展
示
を
行
う
こ
と
と
し
、

総
数
と
し
て
作
家
数
二
〇
一
人

(
物
故
作
家
一

二
人
、
現
存
作
家

一
八
九
人
)
、
展
示
作
品
数
二
二

〇
点
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
"
房
総
の
美
術
“

を
総
覧
す
る
こ
と
の
で
き
る
展
覧

会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
九
時
̃
午
後
四
時
一
二
〇
分

(
入
場
は
四
時
ま
で
)

入
場
料

一
般
七
〇
〇
円

(
四
〇
〇
円
)
、

高
・
大
学
生
四
〇
〇
円

(
二
五
〇

円
)
、
小
・
中
学
生
二
〇
〇
円

(
七
〇
円
)

(

)

内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。

(
加
瀬
綾
子
)

渡辺百合子「花園に遊ぶ」



みる・かたる・つくる

常
設
収
蔵
作
品
展

本
年
度
の
常
設
収
蔵
作
品
展
は
、

テ
ー
マ
を
し
ぼ
り
、
個
々
の
作
家

が
繰
り
広
げ
る
独
自
の
世
界
や
様

々
な
技
法
の
魅
力
あ
る
表
現
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

「
房
総
の
染
織
」

‖
月
1
 
2
日
(
土
)
̃
「
月
2
2
日
(
日
)

「
房
総
の
染
織
」

で
は
、
本
県

ゆ
か
り
の
作
家
に
よ
る
染
織
工
芸

の
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。

館
山
の
唐
桟
織
や
外
房
一
帯
の

万
祝
、
大
漁
旗
な
ど
の
伝
統
工
芸

品
と
は
違
っ
た
美
術
工
手
一
言
調
と
し

て
の
染
織
は
、
戦
後
の
作
家
た
ち

の
登
場
に
よ
り
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
代
表
は
二
日
志
保
子

(
明
治
四

十
年
̃
平
成
三
年
)

と
青
木
滋
芳

(
大
正
三
年
̃
平
成
三
年
)

で
、

曇

二
人
は
斬
新
な
感
覚
の
作
品
を
多

数
発
表
し
、
房
総
の
染
織
界
を
リ

ー
ド
し
続
け
ま
し
た
。

ま
た
、
本
県
出
身
作
家
と
し
て
、

佐
倉
市
で
生
ま
れ
示
風
会
展
な
ど

で
活
躍
し
た
上
野
斌
郎

(
明
治
二

十
八
年
̃
昭
和
四
十
七
年
)

の
作

品
も
展
示
し
ま
す
。

「
描
か
れ
た
房
総
」

‖
月
2
6
日
(
土
)
̃
「
月
2
2
日
(
日
)

明
治
以
降
、
房
総
の
地
に
は
頻

繁
に
画
家
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、

多
く
の
作
品
が
描
か
れ
ま
し
た
。

な
か
で
も
館
山
周
辺
や
、
銚
子
、

大
原
、
御
宿
に
か
け
て
の
外
房
の

海
岸
沿
い
は
、
多
く
の
名
作
が
描

か
れ
た
地
と
し
て
有
名
で
す
。
ま

た
、
今
日
で
も
首
都
圏
下
に
位
置

し
な
が
ら
豊
か
な
自
然
を
残
す
た

め
、
格
好
の
写
生
地
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
房
総
の
豊
か
な
自
然

ニロ志保子「組織訪問着」

謝
闇
問

を
は
じ
め
、
時
代

の
流
れ
と
共
に
変

容
し
た
風
土
や
生

活
を
、
作
家
が
独

自
な
視
点
で
表
現

し
た
房
総
の
様
々

な
表
情
を
、
洋
画
、

日
本
画
、
版
画
の

作
品
に
よ
り
紹
介

し
ま
す
。

「
水
彩
画
の
世
界
」

「
月
2
8
日
(
土
)

̃
2
月
2
6
日
(
日
)

我
が
国
に
お
け
る
水
彩
画
は
、

幕
末
に
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
特

派
員
と
し
て
横
浜
に
来
往
し
た
イ

ギ
リ
ス
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ

マ
ン
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
後
半
に
は
、
日
本
の
水
彩

画
を
確
立
す
る
た
め
の
気
運
が
高

ま
り
、
水
彩
画
を
専
門
と
す
る
画

家
が
数
多
く
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

大
正
期
に
入
り
「
日
本
水
彩
画
会
」

の
創
立
、
昭
和
期
に
は
、
新
た
な

水
彩
画
団
体
の
誕
生
と
、
水
彩
画

技
法
の
研
究
、
開
拓
が
な
さ
れ
、

そ
の
表
現
技
法
も
大
き
く
変
わ
り
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
、
明
治
か
ら
昭
和
ま

で
の
わ
が
国
の
水
彩
画
の
歴
史
に

お
い
て
、
そ
の
発
展
に
尽
力
し
た

作
家
の
作
品
を
一
堂
に
会
し
、
水

彩
画
の
変
容
を
さ
ぐ
り
ま
す
。

「
香
取
秀
真
・
津
田
信
夫
の
金
工
」

「
月
2
8
日
(
土
)
̃
2
月
2
6
日
(
日
)

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
金
工

作
家
と
し
て
、
ま
た
近
代
工
芸
界

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
工
芸
の
地

位
向
上
に
尽
力
し
た
香
取
秀
真

(
明
治
七
年
̃
昭
和
二
十
九
年
)
と

津
田
信
夫

(
明
治
八
年
̃
昭
和
二

十
一
年
)

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

印
西
町
出
身
で
、
金
工
史
研
究

家
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
歌
人
と
し
て
も

著
名
な
香
取
秀
真
は
、
古
典
に
基

礎
を
置
い
た
格
調
高
い
作
品
を
数

多
く
発
表
し
ま
し
た
。

一
方
、
佐
倉
市
出
身
の
津
田
信

夫
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
工
芸
の
新

思
潮
を
日
本
に
紹
介
し
、
伝
統
に

と
ら
わ
れ
な
い
新
傾
向
の
作
品
を

多
数
発
表
し
ま
し
た
。

後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

二
人
の
作
品
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

「
浅
井
忠
」

3
月
4
日
(
土
)
̃
3
月
2
6
日
(
日
)

近
代
洋
画
の
先
駆
者
と
し
て
大

き
な
足
跡
を
残
し
た
浅
井
忠

(
安

政
三
年
̃
明
治
四
十
年
)

に
焦
点

を
あ
て
、
三
つ
の
部
門
に
分
け
紹

介
し
ま
す
。
「
浅
井
忠
の
作
品
と

資
料
」

で
は
、
活
発
な
制
作
を
続

け
た
浅
井
の
日
本
画
、
洋
画
、
工

芸
な
ど
の
作
品
と
、
関
係
資
料
を

展
示
し
、
「
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
と
浅

井
忠
」

で
は
、
浅
井
が
工
部
美
術

築
1
 
8
回

千
葉
県
移
動
美
術
館

学
校
で
多
大
な
影
響
を
受
け
た
バ

ル
ビ
ゾ
ン
派
の
画
風
の
流
れ
に
位

置
す
る
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
や
、
授

業
の
中
で
紹
介
さ
れ
た
コ
ロ
ー
、

ミ
レ
ー
な
ど
の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の

作
家
達
の
作
品
と
浅
井
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
浅
井

忠
の
弟
子
た
ち
」

で
は
、
浅
井
が

育
て
た
弟
子
た
ち
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
浅
井
は
、
近
代
洋
画
の

発
展
普
及
の
た
め
に
教
育
者
と
し

て
も
活
躍
し
、
安
井
曽
太
郎
、
梅

原
龍
三
郎
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
逸
材
を
育
て
て
い
ま
す
。

本
館
所
蔵
作
品
を
、
県
内
二
会

場
で
展
覧
し
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

実
施
し
ま
す
。
本
年
度
の
会
場
は

夷
隅
町
文
化
会
館
と
成
田
国
際
文

化
会
館
で
、
特
に
開
催
会
場
と
な

る
両
市
町
周
辺
を
描
い
た
作
品
や
、

出
身
作
家
な
ど
を
含
め
、
会
場
周

辺
の
人
々
に
よ
り
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
内
容
に
構
成
し
て

い
ま
す
。

作
品
の
内
容
は
、
日
本
画
・
洋

画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
版
画
の

本
館
所
蔵
作
品
を
中
心
に
、
千
葉

県
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
行
事
の

第
4
6
回
県
展
の
県
展
賞
等
優
秀
作

品
数
点
を
あ
わ
せ
、
約
四
十
点
ほ

ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

各
会
場
の
開
催
期
間
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

臆
夷
隅
町
文
化
会
館

夷
隅
郡
夷
隅
町
深
谷
一
九
六
八
-
一

審
〇
四
」
C
丁
八
六
⊥
一
三
五
四

十
一
月
十
八
日

(
金
)

̃

十
一
月
三
十
日

(
水
)

喜
成
田
国
際
文
化
会
館

成
田
市
土
屋
三
〇
三

盆
○
輩
六
⊥
三
∴
I
一
二
一
一

十
二
月
三
日

(
土
)

̃

十
二
月
十
八
日

(
日
)



⑮

か
た
る
・
つ
く
る

禽
美
術
講
演
会
禽

「
夜
明
け
」
と
「
川
口
」

渡
辺

撃

める・かたる・つくる

「
夜
明
け
」

冬
の
夜
明
け
、
ひ
と
気
の
な
い

魚
市
場
の
す
み
で
ひ
っ
そ
り
鯖
を

樽
づ
め
し
て
い
る
女
が
い
た
。

写
生
し
よ
う
と
そ
っ
と
近
寄
っ

て
み
る
と
、
そ
の
指
は
白
く
血
の

気
も
な
く
、
熱
心
に
水
仕
事
を
し

て
い
る
。

手
袋
を
は
め
て
襟
巻
を
し
た
俺

が
恥
ず
か
し
い
ほ
ど
だ
っ
た
が
、

背
中
を
丸
め
て
働
い
て
い
る
そ
の

娘
さ
ん
を
よ
く
見
る
と
、
親
戚
の

校
長
先
生
の
未
っ
好
で
、
一
昨
年

漁
業
家
へ
嫁
い
だ
女
だ
っ
た
。

苦
労
知
ら
ず
で
育
っ
た
あ
の
娘

が
よ
く
も
こ
こ
ま
で
…
…
。

そ
っ
と
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に

そ
の
場
を
離
れ
た
思
い
出
が
あ
る
。

以
上
は

「
夜
明
け
」

の
作
品
の

画
因
に
つ
い
て
、
あ
る
美
術
雑
誌

に
寄
せ
た
一
文
で
、
画
面
中
央
の

か
が
む
人
物
が
そ
れ
で
、
そ
の
後
、

何
年
も
た
た
ず
に
こ
の
娘
は
亡
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

数
あ
る
私
の
作
品
の
中
で
特
に

印
象
深
い
作
で
あ
る
し
、
ま
た
こ

の
絵
ほ
ど
画
面
構
成
で
苦
し
ん
だ

作
も
珍
し
か
っ
た
。

魚
や
人
物
や
小
道
具
の
部
分
は

早
く
に
ま
と
ま
っ
た
が
、
後
背
の

空
間
処
理
に
は
手
が
か
り
が
つ
か

め
ず
、
そ
の
空
白
に
私
自
身
の
心

の
投
影
の
つ
な
が
り
が
出
て
こ
な

い
う
え
展
観
〆
切
り
の
時
間
に
追

わ
れ
、
夜
も
寝
つ
か
れ
ぬ
程
だ
っ

た
。
作
図
の
情
感
の
深
さ
で
、
心

の
整
理
が
な
さ
れ
な
い
僅
作
画
に

入
っ
た
為
と
思
う
。

こ
の
漁
場
に
産
ま
れ
育
ち
、
こ

の
地
の
人
々
の
心
情
や
な
り
わ
い

と
、
風
物
を
全
て
知
り
つ
く
し
て

い
る
と
い
う
思
い
あ
が
り
が
、
観

念
的
な
絵
作
業
に
よ
り
安
易
に
制

作
し
て
し
ま
う
結
果
と
思
い
知
ら

さ
れ
た
私
に
と
っ
て
の
、
貫
重
な

作
品
で
あ
る
。

1976「夜明け」

「
川
口
」

昭
和
三
十
五
年

(
一
九
六
〇
)

銚
子
利
根
川
口
の
高
台
に
一
基
の

海
難
漁
民
慰
需
塔
が
建
ち
、
そ
の

袖
に
建
つ
記
念
碑
の
レ
リ
ー
フ
原

画
鱒
露
等
欝
熊

な
ど
漁
業
各
種
の
人
物
で
、
働
く

人
々
に
モ
デ
ル
に
な
っ
て
貰
っ
て
、

構
成
し
た
絵
で
仕
上
げ
た
。

当
時
、
天
下
の
三
大
難
所
と
さ

れ
た
利
根
川
口
は
度
々
の
遭
難
事

故
を
く
り
返
し
、
漁
民
の
犠
牲
と

遺
族
の
悲
し
み
は
絶
え
る
事
の
な

い
日
々
だ
っ
た
。

私
自
身
は
野
次
馬
の
単
な
る
傍

観
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
新
し

い
遺
族
の
弔
う
紫
煙
の
絶
え
間
な

い
悲
劇
の
ド
ラ
マ
は
、
私
の
心
の

中
に
記
憶
と
し
て
だ
け
存
在
す
る

訳
に
は
自
身
の
感
性
が
許
さ
な
か

っ
た
。

を
右
に
左
に
、
遺
体
を
求
め
て
、

夫
や
父
や
子
の
名
を
叫
び
続
け
て

走
り
回
る
遺
族
の
悲
し
み
の
姿
と

共
に
、
私
の
目
に
耳
に
沈
み
こ
ん

で
、
ど
う
し
て
も
描
か
ず
に
は
居

ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
が
土
地
の
人
々

と
関
連
を
も
っ
て
持
続
し
て
い
く

こ
と
の
充
足
感
が
、
生
き
甲
斐
を

感
じ
さ
せ
て
呉
れ
る
。

砂
を
抱
い
た
潮
風
に
身
を
晒
し
、

登
る
朝
日
に
照
り
輝
き
、
沈
む
夕

日
に
影
を
落
と
す
で
あ
ろ
う
こ
の

海
難
碑
が
海
神
の
怒
り
を
静
め
て

再
び
悲
劇
の
な
か
ら
ん
こ
と
を
切

に
祈
る
。

ま
た
拙
作
「
川
口
」

が
こ
の
土

地
の
人
々
と
関
連
を
も
っ
て
い
く

こ
と
の
充
足
感
は
、
私
に
生
き
甲

斐
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

(
日
本
画
家
・
銚
子
市
在
住
)

私
に
と
っ
て
銚
子
の
波

は
、
海
は
、
風
や
、
岩
は
、

生
き
物
に
な
っ
て
い
た
。

亀
裂
の
入
っ
た
よ
う
な

銀
灰
色
の
空
の
下
、
船
腹

を
引
き
裂
き
ゆ
ら
ぐ
山
仙

丸
の
残
骸
と
そ
の
上
を
ひ

っ
っ
こ
く
鳴
き
飛
び
交
う

鴎
の
残
酷
な
風
景
は
、
そ

れ
に
つ
ら
な
る
堤
防
の
上

舶
【
川
田」旧

○
○
′「

平
成
六
年
度
第
一
回
美
術
講
演

会
は
特
別
展

「
イ
タ
リ
ア
・
謎
と

神
話
」

の
会
期
中
の
五
月
二
十
八

日

(
土
)

午
後
二
時
よ
り
本
館
講

堂
で
行
い
ま
し
た
。
講
師
は
美
術

評
論
家
の
井
関
正
昭
氏
を
迎
え

「
イ
タ
リ
ア
の
近
代
美
術
の
特
色
」

と
い
う
演
題
で
し
た
。
イ
タ
リ
ア

の
近
代
美
術
の
は
じ
ま
り
か
ら
、

未
来
派
の
誕
生
と
形
而
上
絵
画
〇

一
九
〇
〇
年
代
派
・
抽
象
主
義
-

彫
刻
の
発
展
・
戦
後
の
展
開
な
ど

作
品
の
ス
ラ
イ
ド
を
ま
じ
え
、
イ

タ
リ
ア
美
術
の
特
色
が
語
ら
れ
大

変
興
味
深
い
講
演
で
し
た
。
第
二

回
・
第
三
回
は
、
特
別
展

「
房
総

の
美
術
-
昨
日
か
ら
明
日
へ
I
」

の
開
催
に
伴
い
次
の
よ
う
に
企
画

し
て
い
ま
す
。

〇
第
二
回

七
月
三
十
日

(
土
)

午
後
二
時
̃

演
題

「
房
総
と
画

家
」

講
師

篠
帽
輝
夫
氏

(
県

美
術
会
理
事
長
・
日
展
会
員
)

〇
第
三
回

九
月
十
日

(
土
)

午
後
二
時
-

演
題

「
房
総
の
書

と
現
代
」

講
師

田
宮
文
平
氏

(
書
道
評
論
家
)

*
い
ず
れ
も
会
場
は
本
館
講
堂
で

参
加
者
数
は
一
一
〇
〇
人
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
聴
講
料
は
無
料
で

当
日
先
着
順
で
す
。



みる・かたる・つくる

ご
あ
ん
な
い

実
技
講
座
(
9
月
以
降
)

情
報
資
料
室
だ
よ
り

【
美
術
館
実
技
講
座
】

◆
彫
刻
講
座

白
御
影
石
を
素
材
と
し
て
、
お

も
に
抽
象
作
品
を
制
作
し
ま
す
。

基
礎
的
な
石
彫
用
具
の
取
扱
い
方

を
は
じ
め
、
立
体
作
品
の
表
現
方

法
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

会
期
9
月
1
日
(
木
)

2
日
(
金
)

3
日
(
土
)

6
日
(
火
)

7
日
(
水
)

8
日
(
木
)

9
日
(
金
)

1
0
日
(
土
)

1
3
日
(
火
)

1
4
日
(
水
)

(
1
0
日
間
)

講
師

石
橋

亘
氏

定
員

1
5
名

締
切

8
月
1
8
日
(
木
)

◆
陶
芸
講
座

陶
磁
器
の
見
方
や
、
用
具
の
取

り
扱
い
方
、
和
薬
の
調
合
、
成
燐

の
方
法
な
ど
を
、
茶
碗
、
花
器
、

食
器
な
ど
の
制
作
を
通
し
て
学
習

し
ま
す
。

会
期
1
0
月
1
8
日
(
火
)

1
9
日
(
水
)

2
0
日
(
木
)

2
1
日
(
金
)

Ⅱ
月
2
2
日
(
火
)

2
9
日
(
火
)

1
2
月
7
日
(
水
)

(
7
日
間
)

講
師

鎗
田
和
平
氏

定
員

0
0
名

締
切

1
0
月
4
日
(
火
)

◆
書
芸
講
座

書
の
見
方
や
歴
史
を
は
じ
め
、

半
紙
を
用
い
て
、
漢
字
や
か
な
の

臨
書
の
基
礎
を
学
習
し
ま
す
。

会
期
Ⅱ
月
9
日
(
水
)

1
0
日
(
木
)

u
日
(
金
)

(
3
日
間
)

講
師

中
村
象
閣
氏

定
員

2
5
名

締
切

1
0
月
2
6
日
(
水
)

◆
金
工
講
座

鋼
板
を
素
材
と
し
て
、
脂
台
や

タ
ガ
ネ
の
作
り
方
、
金
属
の
着
色

な
ど
を
交
え
、
鍍
金
の
基
礎
を
レ

リ
ー
フ
に
よ
り
学
習
し
ま
す
。

会
期
1
月
1
8
日
(
水
)

2
0
日
(
金
)

2
4
日
(
火
)

2
6
日
(
木
)

2
8
日
(
土
)

2
月
1
日
(
水
)

講
師

小
林
正
利
氏

定
員

1
5
名

締
切

1
月
5
日
(
木
)

1
9
日
(
木
)

2
1
日
(
土
)

2
5
日
(
水
)

2
7
日
(
金
)

3
1
日
(
火
)

2
日
(
木
)

(
1
2
日
間
)座講工金

《
申
込
み
方
法
)

往
復
は
が
き
に
希
望
講
座
名
、
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
美
術
館
普
及
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
定
員
を
越
え
た
場
合
に

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
購
入
図
書
の
御
案
内

◇
今
年
度
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
に

房
総
ゆ
か
り
の
作
家
に
関
連
し
た

古
書
を
中
心
に
、
左
記
の
図
書
と

雑
誌
を
購
入
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

御
利
用
く
だ
さ
い
。

□
作
品
集

「
画
集

小
川
千
饗
」

「
芋
銭
」

「
小
茂
田
青
樹
画
集
」

「
中
澤
弘

光
作
品
集
」

「
加
藤
源
之
助
作
品

集
」

「
砕
巌
両
譜
」

「
自
治
斎
画

譜
」

「
藤
田
嗣
治
画
集
」

「
満
谷

翁
画
譜
」

「
半
銭
子

林
響

恒

友
小
品
画
集
」

□
美
術
評
論
・
技
術
書

「
高
木
背
水
伝
」

「
有
島
牛
馬
選

集
」

「
岸
田
劉
生
と
そ
の
周
辺
」

「
傾
書
房
革
筆
」

「
願
六
十
三
記
」

「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
明
治
文
化
」

「
流
離
の
灯
i
加
藤
栄
二
追
想
集
」

「
美
術
工
芸
品
の
保
存
と
保
管
」

□
美
術
雑
誌

「
絵
画
叢
話
」

六
十
三
田

「
雑
誌

明
星

第
一
次

(
復
刻

版
)

」
創
刊
̃
百
号

(
終
刊
)

「
月
刊

民
芸
」
一
̃
七
〇
号
揃

◇
ま
た
、
特
別
展
「
房
総
と
美
術
」

に
関
連
し
て
、
房
総
の
美
術
に
関

す
る
図
書
や
展
覧
会
図
録
を
揃
え

て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
御
利
用
く

だ
さ
い
。

◇
情
報
資
料
室
で
は
、
全
国
の
美

術
館
・
博
物
館
、
大
学
・
学
会
等

の
研
究
施
設
で
発
行
さ
れ
て
い
る

年
報
・
研
究
紀
要
・
館
報
の
製
本

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
美
術

雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、
千
葉

県
の
美
術
関
係
資
料
の
製
本
も
同

様
に
行
っ
て
い
ま
す
。
閲
覧
希
望

の
資
料
に
つ
い
て
は
係
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

◇
開
室
口

火
̃
金
曜
日

(
祝
日

・
休
館
日
を
除
く
)

十
二
時
二

十
分
̃
四
時
二
十
分
。
な
お
、
貸

出
し
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

く交通案内〉
●J R総武線「千葉駅」より「千葉ポートタワー行」

バス15分「美術館・郵便局前」下車徒歩1分

● J R京葉線「千葉みなと」駅下車徒歩8分

JR京葉線 京成電鉄 JR総武線 

千葉港 丁子 

千葉県立美術館 

窒東京 
千 
葉 

至上野

至東京 新 

†千葉みなと 

銀 行 ● 

千 乗 

千葉 

二ユ 嗣 

悌胃 醗干葉 蝉成田 
三〇 肝 

中央郵便局 

至 :∵-〕∴- 


